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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 イノシシ、ニホンジカ、サル、クリハラリス

（タイワンリス） 

 計画期間   平成２９年度～平成３１年度 

 対象地域 河津町 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（平成２７年度） 
 

鳥獣の種類 被害の現状 

品 目 被害数値 

イノシシ 果樹（柑橘類） 

野菜 

稲 

その他（花卉等） 

74a     600千円 

136a     970千円 

  2a         20千円 

  3a         20千円 

ニホンジカ 果樹（柑橘類） 

野菜 

その他（花卉等） 

166a    1,560千円 

164a    1,570千円 

54a         340千円 

サル 果樹（柑橘類） 

野菜 

218a    2,180千円 

200a     2,000千円 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

果樹（柑橘類） 7a       70千円 

 

（２）被害の傾向 

①イノシシ 

 イノシシによる被害は、年間を通して発生している。被害作物は柑橘類、

野菜など。林産物としては、タケノコの被害が見られる。また、数値上は明

らかになっていないが、イモ類や石垣・水路の破壊・畑の掘り起し等の被害

も発生している。また、人家付近への出没が増加しており、被害範囲は年々

町内各地に拡大している。 

②ニホンジカ 

 ニホンジカによる被害は、年間を通して発生している。被害作物は、柑橘

類、野菜など。林産物としてはわさびの被害が見られる。被害作物の種類も

増えており、数値上は明らかになっていないが、ヒノキ等の剥皮の被害も発

生している。また被害範囲も年々町内各地に拡大している。 

③サル 

 サルによる被害は、年間を通して発生している。被害作物は柑橘類、野菜

全般。また、食害以外にも畑を荒らす等の被害も大きく、被害は町内各地で

 



                           

起こっている。 

④クリハラリス（タイワンリス） 

 クリハラリス（タイワンリス）による被害は、主に柑橘類に多く発生して

いる。被害範囲はいまだ河津町内の一部であるが、年々被害範囲は拡大して

おり、今後も拡大していく可能性が高い。 

 

（３）被害の軽減目標 
 

指標 現状値（平成２７年度） 目標値（平成３１年度） 

イノシシ 215a  1,610千円 193a   1,449千円 

ニホンジカ 384a   3,470千円 346a  3,123千円 

サル 418a  4,180千円 376a  3,762千円 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

7a    70千円 6a    63千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等

に関す

る取組 

 

賀茂猟友会河津分会への委

託を中心に捕獲を行ってきた。 

 また、サルに関しては、河津

町有害鳥獣対策協議会にて、１

頭につき22,000円の報奨金を

出すことによって捕獲を奨励

してきた。 

平成25年度より、イノシシ・

ニホンジカにおいても5,000円

の報奨金を支出している。 

 平成27年度より狩猟免許（わ

な）補助を行っている。 

河津町有害鳥獣対策協議会で

は、くくりわな、箱わなを購入

している。 

わなは有害鳥獣駆除を行って

いる狩猟者に貸し出している。 

箱わなで狩猟している狩猟者

に対して餌の米ぬかを支給し

ている。 

また、追い払い機器として、

ロケット花火、爆竹、スタータ

高齢化により狩猟者が減少して

いるため、若い狩猟者の育成が必

要である。 

 イノシシ・ニホンジカについて

箱わなよりもくくりわなの方が効

果的である。そのため、くくりわ

なの保有数を増やすことが必要で

ある。 

 サルについては、箱わなで捕獲

しているが、慣れてきている傾向

が見られ効率が低下しているので

箱わな以外の対策についても模索

していく。 

バリアトーンについても効果が

明確でないため、新しい対策が必

要である。 

 



                           

ーピストル、電動ガンを貸し出

している。さらに、バリアトー

ンという超音波発生装置を農

家等に貸し出し、鳥獣の追い払

いの試験を行っている。 

加害鳥獣を特定し、効果的な

被害対策をするために、鳥獣 

監視用カメラを購入、貸出して

いる。 

平成28年度には伊豆地域鳥

獣害対策連絡会での事業とし

て、有害捕獲用無線機を購入し

た。 

防護柵

の設置

等に関

する取

組 

河津町鳥獣被害対策事業補

助金交付要綱を制定し、侵入防

止柵の設置費用に対する助成

を行ってきた。さらに、設置さ

れた柵に対して管理の指導を

行ってきた。（一般農業者10万

円以内、認定農業者20万円以内

補助で補助率は1/2） 

 平成25年度から平成27年度

までの過去3年間の支払実績は

88件、3,553,000円である。 

 

個別の柵が多く、集団的な取組

みを推進していく必要がある。設

置された柵に対して管理の指導

を継続していく。 

  

 

（５）今後の取組方針 

河津町における平成27年度の被害状況は、1,024ha、9,330千円となって

いる。被害現状としては、イノシシによるタケノコ、柑橘類、野菜・イモ

類などへの食害や石垣・水路の破壊、畑の掘り起し、庭の掘り起こし、ニ

ホンジカによるわさび、柑橘類、ヒノキ等の剥皮、野菜の食害、サルによ

る柑橘類・野菜全般の食害が挙げられる。 

 河津町では、被害防止計画を作成するにあたり、被害軽減目標を10％減

の921ha、8,397千円とする。 

 これまで河津町では、賀茂猟友会河津分会への有害鳥獣駆除委託、河津

町有害鳥獣対策協議会の取組みの一つである年間を通じたサルを対象とし

た有害捕獲の実施と報奨金、鳥獣害対策事業補助金等の捕獲駆除と被害防

止の両方の対策を行ってきた。 

 平成25年度からは新たに国の鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業を行って

 



                           

いる。 

 また、被害防除としては、河津町鳥獣害対策事業補助金交付要綱を制定

し、侵入防止柵の設置費用に対する助成を行ってきた。設置方法や適正管

理について指導をする。 

 生息環境管理としては、耕作放棄地対策として農地保有者に農地管理の

旨を通知する等してきた。しかし、高齢化や後継者不足等により現状とし

て耕作放棄地の解消は難しい状況にある。 

 また、高齢化による猟友会の人員の減少や、高齢化による活動範囲の縮

小が見られ始め、今後の捕獲頭数の強化が難しくなる可能性が高い。 

 そのため、今後の生息環境の改善や捕獲頭数の維持・増大を目指し、下

記の取組みを行っていく。 

記 

 
① 狩猟免許の取得奨励｛イノシシ・ニホンジカ・サル・クリハラリス（タ

イワンリス）｝ 
狩猟免許（わな）取得補助の実施することにより、高齢化による鳥獣捕

獲人員の減少を止め、今後の鳥獣捕獲人員の増加を図る。 
② 箱わな・くくりわなの購入・普及促進(イノシシ・ニホンジカ・サル) 

町で箱わな・くくりわなを購入し数を揃えていくことにより、町内の被

害地域に設置しやすくし、町民に対しても猟友会に対策方法を指導して

もらう等安全な捕獲ができる体制を作る。 
③ 有害鳥獣の住みにくい環境づくりの推進 

{イノシシ・ニホンジカ・サル・クリハラリス（タイワンリス）} 
個々ができる防止対策の一環として、野菜くずや未収穫作物の農地への

放置や、未収穫の果樹を植えたままにしないように情報を発信していく。 
④ 町内の各種団体へのアンケート、意見聞き取り 

{イノシシ・ニホンジカ・サル・クリハラリス（タイワンリス）} 
定期的に町内の鳥獣に関係する団体（農業者・猟友会等）に意見を聞く

ことにより、被害の現状を把握し、また猟友会との意見交換も行ってい

くことで被害防止にも努める。 
⑤ 河津町鳥獣害対策事業補助金制度の継続 

{イノシシ・ニホンジカ・サル・クリハラリス（タイワンリス）} 
今後も河津町鳥獣害対策補助金制度を継続的に実施していく。 

⑥ 有害鳥獣の生息環境の改善 
{イノシシ・ニホンジカ・サル・クリハラリス（タイワンリス）} 
有害鳥獣の住処になりやすい耕作放棄地については、各地区で適切な管

理をする体制整備を指導する。 
また、個々が出来る防止対策の一環として、野菜くずや未収穫作物の農

地への放置や、未収穫の果樹を植えたままにしないように情報を発信し

ていく。 

 



                           

⑦ 追い払い機器の貸出 
追い払い機器として、ロケット花火、爆竹、スターターピストル、電動

ガン、パチンコを貸し出す。さらに、バリアトーンという超音波発生装

置を農家等に貸し出し、鳥獣の追い払いの試験を行う。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

猟友会との連携をスムーズに行うことによって、効率的な捕獲を目指す。 

被害対策実施隊：設置を検討している 

猟友会への委託：全種 従事者 58 人 

 
（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

29年度 イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ・ニホンジカ・サル 

イノシシ・ニホンジカ・サルについては箱わ

な・くくりわなを購入し、捕獲申請者に貸し出

しを行う。また、狩猟免許試験及び事前講習会

の広報活動を推進する。 

② クリハラリス（タイワンリス） 

わな猟免許試験及び事前講習会の広報活動を

推進するとともに、事前講習に当たっては、外

来生物法に係る手続き等についての情報提供も

行う。 

30年度 

 

イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ・ニホンジカ・サル 

イノシシ・ニホンジカ・サルについては箱わ

な・くくりわなを購入し、捕獲申請者に貸し出

しを行う。また、狩猟免許試験及び事前講習会

の広報活動を推進する。 

② クリハラリス（タイワンリス） 

わな猟免許試験及び事前講習会の広報活動を

推進するとともに、事前講習に当たっては、外

来生物法に係る手続き等についての情報提供も

行う。 

31年度 

 

イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ・ニホンジカ・サル 

イノシシ・ニホンジカ・サルについては箱わ

な・くくりわなを購入し、捕獲申請者に貸し出

しを行う。また、狩猟免許試験及び事前講習会

の広報活動を推進する。 

② クリハラリス（タイワンリス） 

 



                           

わな猟免許試験及び事前講習会の広報活動を

推進するとともに、事前講習に当たっては、外

来生物法に係る手続き等についての情報提供も

行う。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

静岡県第12次鳥獣保護事業計画・緊急捕獲対策事業をふまえ、適正な計画を

実施していく。 

① イノシシ 

河津町における過去3年間捕獲実績は平成25年度234頭、26年度234頭、2

7年度227頭であり、年々被害が増加していること、28年度12月までの頭

数が265頭であることを踏まえ、捕獲計画数を300頭とする。 

② ニホンジカ 

河津町における過去3年間捕獲実績は平成25年度410頭、26年度664頭、2

7年度651頭であり、年々被害が増加していること、28年度12月時点での

捕獲頭数が606であることを踏まえ、捕獲計画数を700頭とする。 

③ サル 

河津町における過去3年間の捕獲実績は平成25年度53頭、26年度37頭、2

7年度37頭であり、年々被害が増加していることから、捕獲計画数を100

頭とする。 

④ クリハラリス（タイワンリス） 

河津町における過去3年間の捕獲実績は平成25年度6頭、26年度6頭、27

年度7頭であるが、今後被害が拡大することを踏まえ、捕獲計画数を50

頭とする。 

 

対象鳥獣 捕獲計画数等 

  ２９年度   ３０年度   ３１年度 

イノシシ 300 300 300 

ニホンジカ 700 700 700 

サル 100 100 100 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

50 50 50 

 

 捕獲等の取組内容 

銃及びくくりわな・箱わなを用いて4月1日から10月31日、翌

年の3月1日から3月31日にイノシシ・ニホンジカ対象として有

害捕獲を行う。また、猟期においても被害の発生に応じ、有

害捕獲を実施する。※特定猟具（銃）使用禁止区域に関して

 



                           

は、11月1日から2月28日の間も有害捕獲を行う。 

 サルについては、銃及びくくりわな・箱わなを用いて年間

を通じて有害捕獲を行う。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

町内 権限委譲済 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 
 

対象鳥獣 整備内容 

２９年度 ３０年度 ３１年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

電気柵   6000m 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ  4000m 

侵入防止策設置

事業は、町単独事

業の活用を予定し

ている。 

電気柵     6000m 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ   4000m 

侵入防止策設置

事業は、町単独事

業の活用を予定し

ている。 

電気柵     6000m 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ   4000m 

侵入防止策設置

事業は、町単独事

業の活用を予定し

ている。 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

29年度 イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置をしないよう

に情報を発信していく。遊休農地や里山の管理につ

いては集落的な取組みを行っていくよう啓発する。 

② ニホンジカ 

 



                           

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

③ サル 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

 さらに、ロケット花火等を貸し出し、地域住民を

主体とした追い払い活動を積極的に行う。 

④ クリハラリス（タイワンリス） 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。それと共に、狩

 



                           

猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機会

を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

30年度 イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置をしないよう

に情報を発信していく。遊休農地や里山の管理につ

いては集落的な取組みを行っていくよう啓発する。 

② ニホンジカ 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

③ サル 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

 



                           

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

さらに、ロケット花火等を貸し出し、地域住民を主

体とした追い払い活動を積極的に行う。 

④ クリハラリス（タイワンリス） 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。それと共に、狩

猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機会

を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

 

31年度 イノシシ 

ニホンジカ 

サル 

クリハラリス 

（タイワンリス） 

① イノシシ 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

 



                           

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置をしないよう

に情報を発信していく。遊休農地や里山の管理につ

いては集落的な取組みを行っていくよう啓発する。 

② ニホンジカ 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

③ サル 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。さらに、河津町

鳥獣害対策事業補助金制度を利用し、防護柵設置を

推奨する。設置された防護柵の機能を維持するため

に、適正管理についても指導を行う。それと共に、

狩猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機

会を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

さらに、ロケット花火等を貸し出し、地域住民を

主体とした追い払い活動を積極的に行う。 

 



                           

④ クリハラリス（タイワンリス） 

猟友会や農業者等の関係団体に聞き取り等を行 

い被害の実態を把握し、被害の情報を猟友会等に報

告し、意見交換をしていく。 

 また、広報や回覧等により、地域住民に防止対策

の情報を発信していくことで、地域住民主体の鳥獣

被害対策防止体制を整備していく。それと共に、狩

猟免許取得の奨励や効果的な防止対策を学ぶ機会

を提供していく。 

 その他に個々が出来る防止対策の一環として、野

菜くずや未収穫作物の農地への放置や、未収穫の果

樹を植えたままにしないように情報を発信してい

く。 

 

 

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

静岡県 情報提供と被害対策への協力 

河津町役場 猟友会、下田警察署と連絡を取り合

い、被害対策を行う。 

賀茂猟友会河津分会 河津町役場の要請に対して、鳥獣駆除

等を行う。 

下田警察署 河津町役場、猟友会と連絡を取り合

い、被害に対処する。 

 

 

 

 

（２）緊急時の連絡体制 

→賀茂猟友会河津分会 

住民→ 河津町役場 →下田警察署 

          →静岡県 

 

 
 

６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

 



                           

協議会の名称 河津町有害鳥獣対策協議会 

構成機関の名称 役割 

河津町役場 協議会の運営・提言 

伊豆太陽農業協同組合 鳥獣被害防止に関する助言・指導 

賀茂猟友会河津分会 鳥獣被害防止対策への協力 

静岡県鳥獣保護管理員 情報提供と被害対策への協力 

河津町農業経営振興会 情報提供と被害対策への協力 

河津町農業委員会 情報提供と被害対策への協力 

河津町営農会 情報提供と被害対策への協力 

河津町区長会 情報提供と被害対策への協力 

伊豆森林組合 情報提供と被害対策への協力 

静岡県賀茂農林事務所 情報提供と被害対策への協力 

伊豆森林管理署 情報提供と被害対策への協力 

 
 

協議会の名称 伊豆地域鳥獣害対策連絡会 

構成機関の名称 役割 

伊豆太陽農業協同組合 連絡会の運営・情報提供 

市町（下田市、東伊豆町、河津

町、南伊豆町、松崎町、西伊豆

町） 

情報提供と被害対策の実施 

賀茂地区農業委員会協議会 情報提供と被害対策への協力 

伊豆森林組合 情報提供と被害対策への協力 

賀茂猟友会 情報提供と被害対策への協力 

鳥獣保護管理員 情報提供と被害対策への協力 

賀茂農林事務所 情報提供・助言・指導 

 

 

 
 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

下田警察署 違法行為の取締り 

 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

設置に向け、猟友会等との活動内容について検討をしていく。 

 

 



                           

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

各種団体や自治会等においても自主的な取組みを促し、集団での取組みを

進めていく。 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 捕獲した有害鳥獣は、捕獲後速やかに埋設処分を行うこととする。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

河津町には食肉加工施設がないので、自家消費等の可能な範囲で食肉とし

利用していく。他に有効な利用方法があれば積極的に活用していく。 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 鳥獣を自家消費する場合には野生動物肉の衛生及び品質確保に関するガ

イドラインの遵守を徹底する。また、不適切な電気柵の設置による感電等の

事故を防止するために安全確保のための正しい知識の普及・注意喚起を行う

。その他被害防止施策に関し必要な事項として、近隣市町の担当者とも意見

交換を行いながら、効果的な方法の講習会等を共同開催する。 

 
 

 


